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 要  旨 
 モデル }G,:{ ),( GP ∈∈= ΘθGPθ において, θに対する推定問題を考えた.ここで,θは興味の
あるパラメータ（母数）,Gは撹乱母数である. 
 はじめに,Gが有限次元,すなわちモデル Pがパラメトリックな場合において,θに対する有効推
定量の構成問題を考えた.ここで取り扱うモデル P は,パラメータに対して十分な滑らかさを持つ
とする.このようなモデルをレギュラーパラメトリックモデルと呼ぶ. 
 レギュラーパラメトリックモデルにおいて,撹乱母数が存在しない場合,あるいは撹乱母数が既
知な場合は,通常用いられる最尤推定量が有効な推定量となることが知られている.未知な撹乱母
数が存在する場合,θの推定に対して,情報量不等式の下限を漸近的に達成するような推定量を,漸
近有効推定量,あるいは単に有効推定量と呼ぶ.このような有効推定量を構成するために必要な有
効影響関数を,スコア関数から構成した.さらに,撹乱母数が存在する場合と存在しない場合（ある
いは既知な場合）のスコア関数および有効影響関数の関係を考察した.具体例として,二変量正規分
布の例において,撹乱母数が未知の場合と既知な場合の有効推定量をそれぞれ導き,推定量の漸近
分散の増減を明らかにした.また,スコア関数を Hilbert 空間内の要素として見ることによって,パ
ラメトリックモデルを幾何学的な対象として,有効性の構造を考察した. 
 次に, Gが無限次元の場合,すなわちモデル Pがセミパラメトリックな場合において,θに対する
推定問題を考えた.まず,セミパラメトリックモデルやノンパラメトリックモデルに対する接空間
の概念を導入した.この接空間を利用して,セミパラメトリックモデルをパラメトリックモデルの
拡張として考え,θに対するスコア関数と有効影響関数の関係を示し,有効推定量を構成した.さら
に,パラメータが Pの関数として表される場合に対して,曲線（経路）の微分を通して,情報量下限
を達成するような有効推定量の構成問題を考えた.具体例として,モデル P に制約がある場合にお
ける,平均の推定に対して,Hilbert 空間内での接空間への射影を通して,有効な推定量を構成し,漸
近分散の減少を確認した.さらに,モデルがセミパラメトリックな場合において,モデル Pをパラメ
トリックな集合とノンパラメトリックな集合による和集合と考えることによって,スコア関数と
有効影響関数と情報量下限との関係を考察した. 
 
